


FEATURE
This month's

今月の特集

Ｊ
Ａ
岡
山
中
期
計
画
の
取
り
組
み

【
令
和
４
年
度 

実
践
概
況
報
告
】

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
令
和
４
年
度
の
通
常
総
代
会
で
設
定
し
た
「
Ｊ
Ａ
岡
山
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
、
同
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
ま
で
の
３
カ
年
に
お
い
て
、
そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
中
期
計
画
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
は
、
第
35
回
岡
山
県
Ｊ
Ａ
大
会
で
決
議
さ
れ
た
「
不
断
の
自
己
改
革
の

実
践
」
に
向
け
て
策
定
し
た
「
中
期
計
画
」
に
掲
げ
る
重
点
取
り
組
み
事
項
（
７
項
目
）
別
に
、
年
度
ご
と
の
進
捗
管

理
や
実
践
状
況
を
検
証
し
た
後
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
広
報
誌
等
を
活
用
し
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
３
カ
年
計
画
の
初
年
度
（
令
和
４
年
度
）
の
実
践
概
況
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。２

．販
売
戦
略
の
強
化
と

販
売
体
制
づ
く
り

１.
農
畜
産
物
の
生
産
振
興

①
米
の
安
定
多
収
・
省
力
化
生
産
技
術

の
確
立
と
普
及
・
拡
大
お
よ
び
高
温

耐
性
品
種
の
調
査
・
研
究

・
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
葉
色
診
断
結
果
に

基
づ
き
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
地
図
シ
ス
テ
ム
に
測

定
デ
ー
タ
の
入
力
・
蓄
積
を
行
い
ま

し
た
。

・
生
産
者
、
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
追

肥
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

・
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、
水
稲
の
刈
取

適
期
診
断
を
行
い
、
情
報
を
も
と
に

適
期
刈
取
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
「
簡
易
分
解
性
被
覆
尿
素
Ｊ
コ
ー
ト

基
肥
一
発
肥
料
」
に
つ
い
て
、
被
覆
崩

壊
性
の
継
続
試
験
を
行
っ
た
結
果
、

代
掻
き
時
の
被
覆
殻
の
浮
遊
は
な
く
、

収
量
調
査
に
つ
い
て
も
良
好
な
結
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

・
被
覆
コ
ー
ト
肥
料
の
流
出
防
止
対
策

を
目
的
に
４
割
低
減
の
肥
料
試
験
を

行
い
ま
し
た
。

・
収
量
調
査
の
結
果
、
現
行
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
肥
料
と
同
等
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
肥
効
面
・
コ
ス

ト
面
で
課
題
が
あ
り
、
次
年
度
以
降

も
継
続
し
て
実
証
試
験
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

・
高
温
耐
性
有
望
品
種
と
し
て
「
つ
や

き
ら
り
」
の
収
量
調
査
を
行
い
、
対

照
区
の
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
に
比
べ
て
、

収
量
性
、
品
質
に
お
い
て
優
位
性
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

【
収
量
調
査
結
果
】

　
つ
や
き
ら
り
：
７
５
０
㌕
／
10
㌃

　
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
：
５
９
３
㌕
／
10
㌃

・
ま
た
、
食
味
官
能
試
験
に
お
い
て
も

「
つ
や
き
ら
り
」
は
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
と

同
等
の
評
価
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

②
麦
類
の
高
品
質
生
産
対
策

・
小
麦
「
ふ
く
ほ
の
か
」
に
つ
い
て
、
タ

ン
パ
ク
含
有
量
向
上
の
実
証
試
験
を

行
い
、
化
成
肥
料
14
-14
-14
＋
実
肥

硫
安
区
が
収
量
、
タ
ン
パ
ク
含
有
量

に
お
い
て
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

・
二
条
大
麦
「
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
作

付
け
１
年
目
と
し
て
粗
タ
ン
パ
ク
含

量
を
測
定
し
、
平
均
タ
ン
パ
ク
含
有

量
10
・
２
％
を
確
保
し
ま
し
た
。

・
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
小

麦
の
高
品
質
・
安
定
生
産
に
向
け
て

実
肥
の
施
肥
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

（
西
大
寺
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
11
会

場
・
参
加
者
97
名
）

・
全
生
産
者
の
タ
ン
パ
ク
含
有
量
を
測

定
し
、
適
正
値
以
下
の
生
産
者
に
対

し
て
追
肥
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

・
土
壌
診
断
を
実
施
し
、ｐ
Ｈ
、
腐
植
な

ど
不
足
し
て
い
る
ほ
場
が
多
い
傾
向

で
あ
っ
た
た
め
、
診
断
結
果
に
基
づ

き
、
施
肥
な
ら
び
に
土
づ
く
り
等
の

改
善
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

③
園
芸
品
目
の
生
産
拡
大
と
産
地
の
活

性
化

・
営
農
振
興
支
援
事
業
の
組
合
員
へ
の
周

知
を
継
続
し
て
行
い
、
管
内
農
産
物

の
生
産
拡
大
な
ら
び
に
果
樹
の
新
改

植
に
よ
る
園
地
更
新
を
図
り
ま
し
た
。

【
新
規
作
付
拡
大
面
積
】

・
営
農
振
興
支
援
事
業
生
産
拡
大
実
績

（
３
月
末
現
在
）

〈
野
菜
〉

　
重
点
品
目
（
夏
秋
ナ
ス
、
白
菜
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
レ
タ
ス
）　
２
・

７６
㌶

　
そ
の
他
（
ホ
ウ
レ
ン
草
、
小
松
菜
、

イ
チ
ゴ
他
）　
６
・
９６
㌶

〈
果
樹
〉

・
モ
モ
（
清
水
白
桃
・
お
か
や
ま
夢
白

桃
・
白
皇
®
）
の
新
改
植
面
積
４
・

８
㌶
（
う
ち
新
植
面
積
２
・
０
㌶
）

・
ブ
ド
ウ
（
ピ
オ
ー
ネ
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
・
オ
ー
ロ
ラ
ブ
ラ
ッ
ク
・
紫
苑
）

の
新
改
植
面
積
５
・
５
㌶
（
う
ち
新

植
面
積
１
・
１
㌶
）

・
新
規
就
農
予
定
者
５
名
が
体
験
研
修

を
行
い
、
う
ち
実
務
研
修
者
３
名
に

向
け
支
援
を
行
い
ま
し
た
。（
岡
山
市
：

モ
モ
２
名
、
ブ
ド
ウ
１
名
）
ま
た
、

行
政
と
連
携
し
た
各
種
事
業
に
取
り

組
み
、
新
規
就
農
者
数
18
名
（
岡
山

市
８
名
、
瀬
戸
内
市
２
名
、
玉
野
市

３
名
、
吉
備
中
央
町
５
名
）
を
確
保

し
ま
し
た
。

・
も
も
農
業
塾
（
塾
生
：
10
名
）、
ぶ
ど

う
農
業
塾（
塾
生
：
15
名
）を
実
施
し
、

受
講
終
了
後
、
生
産
部
会
、
直
売
所

会
員
へ
の
加
入
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

〈
花
卉
〉

・
各
営
農
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
花
卉

の
新
規
栽
培
者
の
募
集
を
行
う
た
め

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
管
内

４
カ
所
）

・
関
係
機
関
と
新
規
就
農
者
の
情
報
共

有
を
図
る
た
め
、
定
例
会
へ
出
席
し
、

就
農
支
援
に
向
け
て
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。（
11
回
）

④
和
牛
繁
殖
経
営
の
安
定

・
関
係
機
関
と
同
行
し
、「
お
か
や
ま
四

ツ
☆
子
牛
育
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用

し
た
飼
養
管
理
技
術
指
導
、
県
の
基

幹
種
雄
牛
を
活
用
し
た
交
配
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
年
間
出
荷
頭
数
２
４

８
頭
の
う
ち
、
31
頭
の
「
お
か
や
ま

四
ツ
☆
子
牛
」
を
市
場
へ
出
荷
し
ま
し

た
。（
出
荷
率
１２
・
５
％
）

⑤
大
規
模
農
家
の
法
人
化
支
援
と
集
落

営
農
組
織
の
運
営
支
援

・
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
説
明
会
を
実
施

し
ま
し
た
。（
参
加
者
：
１
８
３
名
）

・
集
落
営
農
組
織
へ
の
高
収
益
作
物
の

品
目
提
案
（
キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
カ
ボ
チ
ャ
等
）
と
試
験
栽
培
を

実
施
し
ま
し
た
。（
２
組
織
）

農
畜
産
物
販
売
高
１
０
３
億
円
の
確
保

・
Ｊ
Ａ
岡
山
の
安
定
取
引
お
よ
び
実
需

者
と
の
結
び
付
き
を
強
化
す
る
た
め
、

米
卸
、
実
需
者
等
と
の
商
談
を
延
べ

49
回
行
い
ま
し
た
。

・
令
和
４
年
産
米
に
お
い
て
関
係
部
署

お
よ
び
販
売
先
と
の
商
談
を
行
い
、

消
費
者
直
接
販
売
を
３
，６
７
６
・
５

俵
行
い
ま
し
た
。（
前
年
度
対
比
91
％
）

・「
晴
々
ロ
マ
ン
：
２
㌕
袋
」
に
つ
い
て
、

農
産
物
直
売
所
等
で
販
売
を
行
い
ま

し
た
。

・
Ｊ
Ａ
岡
山
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商

品
の
「
温
羅
の
舞
」、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」、

「
朝
日
」
に
つ
い
て
、
農
産
物
直
売
所

等
で
精
米
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

・
Ｊ
Ａ
岡
山
米
「
ア
ケ
ボ
ノ
」、「
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
」、「
朝
日
」
等
に
つ
い
て
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
・
郵
便
局
等
で
玄
米
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

・
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
の
需
要
期
に
合
わ
せ

た
安
定
出
荷
販
売
を
行
う
た
め
、
重

点
取
引
市
場
（
関
東
、
関
西
、
地
元

市
場
）
と
の
連
携
に
よ
り
安
定
取
引

を
行
い
ま
し
た
。（
モ
モ
：
３
７
８
㌧

／
前
年
度
対
比
１
６
６
％
、
ブ
ド
ウ
：

６
５
２
㌧
／
前
年
度
対
比
97
％
）

・
需
要
期
に
合
わ
せ
て
重
点
市
場
へ
の
冷

蔵
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
計
画
出
荷

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
販

売
先
と
し
て
関
西
市
場
へ
の
出
荷
を
開

始
し
ま
し
た
。
全
出
荷
量
2
・
4
㌧

（
う
ち
関
東
1
・
6
㌧
　
関
西
0
・
6

㌧
　
県
内
0
・
2
㌧
）

・
販
売
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
２

回
（
上
期
・
下
期
）
の
産
地
情
報
な

ら
び
に
市
場
情
勢
を
産
地
、
全
農
事

務
所
、
市
場
、
営
農
セ
ン
タ
ー
園
芸

担
当
者
か
ら
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
、

情
報
共
有
を
図
る
こ
と
で
有
利
販
売

に
つ
な
げ
ま
し
た
。

・
秋
冬
野
菜
の
全
農
向
け
業
務
・
加
工

用
出
荷
を
計
画
的
に
行
う
と
と
も
に
、

施
設
茄
子
（
備
南
）
の
期
間
相
対
取

引
に
よ
る
値
決
め
販
売
を
行
い
、
有

利
販
売
に
つ
な
げ
ま
し
た
。（
キ
ャ
ベ

ツ
：
５
８
３
㌧
、白
菜
：
１
，０
０
２
㌧
、

施
設
茄
子
：
２
１
５
㌧
）

・
県
、
全
農
と
連
携
し
、
イ
チ
ゴ「
晴
苺
」

の
東
京
青
果
市
場
へ
の
計
画
出
荷
を
行

い
、○岡
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。
全
出
荷
量
12
・
1
㌧

（
う
ち
東
京
青
果
5
・
5
㌧
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
県
内
外
イ
ベ
ン
ト
が
制

約
さ
れ
る
中
、
岡
山
駅
の
「
エ
キ
チ
カ

ひ
ろ
ば
」
で
J
A
岡
山
管
内
産
の
モ

モ
・
ブ
ド
ウ（
７
月
）、
イ
チ
ゴ（
３
月
）

の
販
売
促
進
フ
ェ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

・
業
務
用
一
次
加
工
品
の
「
清
水
白
桃
シ

ラ
ッ
プ
漬
け
」「
み
か
ん
果
汁
」
に
つ
い

て
、
外
部
委
託
に
よ
る
製
造
、
県
内

菓
子
メ
ー
カ
ー
へ
の
販
売
を
計
画
的

に
行
い
ま
し
た
。（
清
水
白
桃
：
シ
ラ
ッ

プ
漬
け
３
㌕
缶

５
，２
１
５
缶
・

前
年
度
対
比
２

７
０
％
、
み
か

ん
果
汁
：
２
㌕

袋
１
，９
９
４

袋
・
前
年
度
対

比
１
２
４
％
）

・
新
規
委
託
輸
送
会
員
の
増
加
に
よ
り
、

は
な
や
か
中
央
店
の
午
後
か
ら
の
品

揃
え
充
実
を
図
り
ま
し
た
。（
新
規

会
員
南
ル
ー
ト
会
員
：
28
名
、
北
ル
ー

ト
会
員
：
12
名
）

・
直
売
所
会
員
向
け
に
青
果
物
の
売
れ

筋
ラ
ン
キ
ン
グ
と
精
算
書
を
紙
面
に

同
封
し
、
店
舗
の
品
揃
え
の
充
実
を

図
る
た
め
、
毎
月
情
報
提
供
を
行
い

ま
し
た
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
「
花
野
果
オ
ン

ラ
イ
ン
」
の
品
揃
え
充
実
の
た
め
、
新

規
に
岡
山
白
桃
の
晩
生
種
の「
白
皇
」、

「
沢
田
柿
」、「
す
き
焼
き
セ
ッ
ト
」
等

を
掲
載
し
販
売
に
つ
な
げ
ま
し
た
。（
令

和
４
年
度
販
売
実
績
：
９
，９
６
３
千

円
（
税
込
）　
前
年
度
対
比
93
％
）

・
産
地
交
流
と
し
て
、
J
A
お
き
な
わ

の
加
工
品
（
ジ
ュ
ー
ス
、
黒
砂
糖
等
）、

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
の
柑
橘
類
の
販
売

を
通
じ
て
直
売
所
の
魅
力
あ
る
店
舗

づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。（
販
売
金
額
：

J
A
お
き
な
わ
の
加
工
品
　
9
4
6

千
円
（
税
込
）、
J
A
え
ひ
め
中
央

　
1
、9
0
8
千
円
（
税
込
））

・
農
産
物
直
売
所
の
新
規
出
荷
会
員

は
、
68
名
（
う
ち
委
託
輸
送
会
員
40

名
）
増
加
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
体
制
の
充
実

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
月
１
回
開

催
し
、
担
い
手
情
報
、
各
種
試
験
の

取
り
組
み
結
果
、
課
題
実
践
の
進
捗

状
況
等
の
報
告
を
行
い
、
情
報
共
有

を
図
り
ま
し
た
。

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
の
課
題
実
践
の
取
組

成
果
報
告
会
を
開
催
し
、
活
動
内
容

に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

・
全
農
と
連
携
し
、
肥
料
・
農
薬
メ
ー

カ
ー
と
の
同
行
訪
問
（
商
品
紹
介
）
を

行
い
、
担
い
手
農
家
等
へ
の
訪
問
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

・
本
所
指
導
課
職
員
に
よ
る
基
礎
技
術

研
修
（
座
学
、
現
場
研
修
な
ど
）
を

実
施
し
ま
し
た
。（
計
２
回
：
16
名
）

・
営
農
指
導
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、

本
所
指
導
課
職
員
に
よ
る
営
農
セ
ン

タ
ー
新
任
職
員
向
け
の
営
農
指
導
基

礎
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
計
８

回
：
参
加
人
数
58
名
）

農
業
体
験
学
習
・
親
子
料
理
教
室
の
開
催

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
女
性
部
と

の
連
携
に
よ
る
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。（
10
会
場
：

２
５
６
名
参
加
：
芋
ほ
り
、
工
作
、

野
菜
栽
培
、
料
理
な
ど
）

①
組
合
員
健
康
診
断
の
実
施

・
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
や
動
脈
硬
化
症
健

診
を
中
心
と
し
た
組
合
員
健
康
診
断

の
実
施
に
当
た
り
、
実
施
支
所
等
で

の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ
る
受
診
者
の

募
集
な
ど
、
各
地
区
に
お
い
て
健
診

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
組
合
員
の
疾

病
の
早
期
発
見
な
ど
健
康
増
進
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。（
31
会
場
：

受
診
者
数
９
４
４
名
）

②
サ
ロ
ン
・「
み
ん
な
の
お
家
」
の
開
催

・「
Ｊ
Ａ
岡
山
助
け
合
い
の
会
か
が
や
き
」

と
の
連
携
に
よ
り
各
地
域
で
サ
ロ
ン
等

を
開
催
し
、「
Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
１
０
０

歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
践
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
交
流

の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
高
齢
者
支

援
を
行
い
ま
し
た
。（
サ
ロ
ン
：
28
回

　
利
用
者
：
３
２
１
名
（
協
力
会
員
80

名
）、
み
ん
な
の
お
家
：
９
回
　
利
用

者
：
１
１
１
名
（
協
力
会
員
34
名
））

地
域
独
自
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
支
所
ふ

れ
あ
い
旅
行
の
実
施

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

状
況
を
考
慮
し
、
地
域
独
自
イ
ベ
ン
ト

は
開
催
せ
ず
、
女
性
部
と
の
連
携
に

よ
る
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」の
開

催
や
支
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の

発
行
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
く
ら
し

の
活
動
の
実
践
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
行
動
制
限
緩
和
が
進
む
中
、
全
国
旅

行
支
援
を
活
用
し
、
年
金
友
の
会
親

睦
旅
行
や
女
性
部
活
動
な
ど
を
中
心

に
企
画
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。（
20

支
所
：
22
件
）

①
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活
動
紹

介
や
加
入
促
進

・
地
域
内
交
流
会
を
通
じ
て
、
食
品
ロ

ス
削
減
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
女

性
部
内
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
女

性
部
20
支
部
：
２
，３
８
０
名
（
う
ち

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
５
支
部
：
64
名
）

②
広
報
誌
「
ぱ
れ
っ
と
」
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の

活
動
の
紹
介

・
食
農
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、
３
０
５
件
の
応
募
が
あ
り
、

全
国
か
ら
幅
広
い
投
稿
が
集
ま
り
ま

し
た
。
賞
品
と
し
て
人
気
の
高
い
お

肉
と
あ
た
ご
梨
を
き
っ
か
け
に
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
10
名
は
、
1
カ
月
間
に
計
46
回

の
投
稿
を
実
施
し
、
発
信
を
通
じ
て

Ｊ
Ａ
岡
山
の
食
と
農
の
魅
力
引
き
出

し
、
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

③
女
性
参
画
に
対
す
る
理
解
促
進
活
動

の
実
施

・「
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
i
n
岡

山
」
を
開
催
し
、
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
意
識
の
醸
成

と
定
着
を
図
り
ま
し
た
。
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①
米
の
安
定
多
収
・
省
力
化
生
産
技
術

の
確
立
と
普
及
・
拡
大
お
よ
び
高
温

耐
性
品
種
の
調
査
・
研
究

・
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
葉
色
診
断
結
果
に

基
づ
き
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
地
図
シ
ス
テ
ム
に
測

定
デ
ー
タ
の
入
力
・
蓄
積
を
行
い
ま

し
た
。

・
生
産
者
、
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
追

肥
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

・
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、
水
稲
の
刈
取

適
期
診
断
を
行
い
、
情
報
を
も
と
に

適
期
刈
取
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
「
簡
易
分
解
性
被
覆
尿
素
Ｊ
コ
ー
ト

基
肥
一
発
肥
料
」
に
つ
い
て
、
被
覆
崩

壊
性
の
継
続
試
験
を
行
っ
た
結
果
、

代
掻
き
時
の
被
覆
殻
の
浮
遊
は
な
く
、

収
量
調
査
に
つ
い
て
も
良
好
な
結
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

・
被
覆
コ
ー
ト
肥
料
の
流
出
防
止
対
策

を
目
的
に
４
割
低
減
の
肥
料
試
験
を

行
い
ま
し
た
。

・
収
量
調
査
の
結
果
、
現
行
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
肥
料
と
同
等
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
肥
効
面
・
コ
ス

ト
面
で
課
題
が
あ
り
、
次
年
度
以
降

も
継
続
し
て
実
証
試
験
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

・
高
温
耐
性
有
望
品
種
と
し
て
「
つ
や

き
ら
り
」
の
収
量
調
査
を
行
い
、
対

照
区
の
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
に
比
べ
て
、

収
量
性
、
品
質
に
お
い
て
優
位
性
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

【
収
量
調
査
結
果
】

　
つ
や
き
ら
り
：
７
５
０
㌕
／
10
㌃

　
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
：
５
９
３
㌕
／
10
㌃

・
ま
た
、
食
味
官
能
試
験
に
お
い
て
も

「
つ
や
き
ら
り
」
は
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
と

同
等
の
評
価
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

②
麦
類
の
高
品
質
生
産
対
策

・
小
麦
「
ふ
く
ほ
の
か
」
に
つ
い
て
、
タ

ン
パ
ク
含
有
量
向
上
の
実
証
試
験
を

行
い
、
化
成
肥
料
14
-14
-14
＋
実
肥

硫
安
区
が
収
量
、
タ
ン
パ
ク
含
有
量

に
お
い
て
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

・
二
条
大
麦
「
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
作

付
け
１
年
目
と
し
て
粗
タ
ン
パ
ク
含

量
を
測
定
し
、
平
均
タ
ン
パ
ク
含
有

量
10
・
２
％
を
確
保
し
ま
し
た
。

・
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
小

麦
の
高
品
質
・
安
定
生
産
に
向
け
て

実
肥
の
施
肥
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

（
西
大
寺
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
11
会

場
・
参
加
者
97
名
）

・
全
生
産
者
の
タ
ン
パ
ク
含
有
量
を
測

定
し
、
適
正
値
以
下
の
生
産
者
に
対

し
て
追
肥
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

・
土
壌
診
断
を
実
施
し
、ｐ
Ｈ
、
腐
植
な

ど
不
足
し
て
い
る
ほ
場
が
多
い
傾
向

で
あ
っ
た
た
め
、
診
断
結
果
に
基
づ

き
、
施
肥
な
ら
び
に
土
づ
く
り
等
の

改
善
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

③
園
芸
品
目
の
生
産
拡
大
と
産
地
の
活

性
化

・
営
農
振
興
支
援
事
業
の
組
合
員
へ
の
周

知
を
継
続
し
て
行
い
、
管
内
農
産
物

の
生
産
拡
大
な
ら
び
に
果
樹
の
新
改

植
に
よ
る
園
地
更
新
を
図
り
ま
し
た
。

【
新
規
作
付
拡
大
面
積
】

・
営
農
振
興
支
援
事
業
生
産
拡
大
実
績

（
３
月
末
現
在
）

〈
野
菜
〉

　
重
点
品
目
（
夏
秋
ナ
ス
、
白
菜
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
レ
タ
ス
）　
２
・

７６
㌶

　
そ
の
他
（
ホ
ウ
レ
ン
草
、
小
松
菜
、

イ
チ
ゴ
他
）　
６
・
９６
㌶

〈
果
樹
〉

・
モ
モ
（
清
水
白
桃
・
お
か
や
ま
夢
白

桃
・
白
皇
®
）
の
新
改
植
面
積
４
・

８
㌶
（
う
ち
新
植
面
積
２
・
０
㌶
）

・
ブ
ド
ウ
（
ピ
オ
ー
ネ
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
・
オ
ー
ロ
ラ
ブ
ラ
ッ
ク
・
紫
苑
）

の
新
改
植
面
積
５
・
５
㌶
（
う
ち
新

植
面
積
１
・
１
㌶
）

・
新
規
就
農
予
定
者
５
名
が
体
験
研
修

を
行
い
、
う
ち
実
務
研
修
者
３
名
に

向
け
支
援
を
行
い
ま
し
た
。（
岡
山
市
：

モ
モ
２
名
、
ブ
ド
ウ
１
名
）
ま
た
、

行
政
と
連
携
し
た
各
種
事
業
に
取
り

組
み
、
新
規
就
農
者
数
18
名
（
岡
山

市
８
名
、
瀬
戸
内
市
２
名
、
玉
野
市

３
名
、
吉
備
中
央
町
５
名
）
を
確
保

し
ま
し
た
。

・
も
も
農
業
塾
（
塾
生
：
10
名
）、
ぶ
ど

う
農
業
塾（
塾
生
：
15
名
）を
実
施
し
、

受
講
終
了
後
、
生
産
部
会
、
直
売
所

会
員
へ
の
加
入
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

〈
花
卉
〉

・
各
営
農
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
花
卉

の
新
規
栽
培
者
の
募
集
を
行
う
た
め

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
管
内

４
カ
所
）

・
関
係
機
関
と
新
規
就
農
者
の
情
報
共

有
を
図
る
た
め
、
定
例
会
へ
出
席
し
、

就
農
支
援
に
向
け
て
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。（
11
回
）

④
和
牛
繁
殖
経
営
の
安
定

・
関
係
機
関
と
同
行
し
、「
お
か
や
ま
四

ツ
☆
子
牛
育
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用

し
た
飼
養
管
理
技
術
指
導
、
県
の
基

幹
種
雄
牛
を
活
用
し
た
交
配
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
年
間
出
荷
頭
数
２
４

８
頭
の
う
ち
、
31
頭
の
「
お
か
や
ま

四
ツ
☆
子
牛
」
を
市
場
へ
出
荷
し
ま
し

た
。（
出
荷
率
１２
・
５
％
）

⑤
大
規
模
農
家
の
法
人
化
支
援
と
集
落

営
農
組
織
の
運
営
支
援

・
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
説
明
会
を
実
施

し
ま
し
た
。（
参
加
者
：
１
８
３
名
）

・
集
落
営
農
組
織
へ
の
高
収
益
作
物
の

品
目
提
案
（
キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
カ
ボ
チ
ャ
等
）
と
試
験
栽
培
を

実
施
し
ま
し
た
。（
２
組
織
）

農
畜
産
物
販
売
高
１
０
３
億
円
の
確
保

・
Ｊ
Ａ
岡
山
の
安
定
取
引
お
よ
び
実
需

者
と
の
結
び
付
き
を
強
化
す
る
た
め
、

米
卸
、
実
需
者
等
と
の
商
談
を
延
べ

49
回
行
い
ま
し
た
。

・
令
和
４
年
産
米
に
お
い
て
関
係
部
署

お
よ
び
販
売
先
と
の
商
談
を
行
い
、

消
費
者
直
接
販
売
を
３
，６
７
６
・
５

俵
行
い
ま
し
た
。（
前
年
度
対
比
91
％
）

・「
晴
々
ロ
マ
ン
：
２
㌕
袋
」
に
つ
い
て
、

農
産
物
直
売
所
等
で
販
売
を
行
い
ま

し
た
。

・
Ｊ
Ａ
岡
山
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商

品
の
「
温
羅
の
舞
」、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」、

「
朝
日
」
に
つ
い
て
、
農
産
物
直
売
所

３
．営
農
指
導
体
制
の
充
実

等
で
精
米
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

・
Ｊ
Ａ
岡
山
米
「
ア
ケ
ボ
ノ
」、「
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
」、「
朝
日
」
等
に
つ
い
て
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
・
郵
便
局
等
で
玄
米
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

・
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
の
需
要
期
に
合
わ
せ

た
安
定
出
荷
販
売
を
行
う
た
め
、
重

点
取
引
市
場
（
関
東
、
関
西
、
地
元

市
場
）
と
の
連
携
に
よ
り
安
定
取
引

を
行
い
ま
し
た
。（
モ
モ
：
３
７
８
㌧

／
前
年
度
対
比
１
６
６
％
、
ブ
ド
ウ
：

６
５
２
㌧
／
前
年
度
対
比
97
％
）

・
需
要
期
に
合
わ
せ
て
重
点
市
場
へ
の
冷

蔵
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
計
画
出
荷

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
販

売
先
と
し
て
関
西
市
場
へ
の
出
荷
を
開

始
し
ま
し
た
。
全
出
荷
量
2
・
4
㌧

（
う
ち
関
東
1
・
6
㌧
　
関
西
0
・
6

㌧
　
県
内
0
・
2
㌧
）

・
販
売
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
２

回
（
上
期
・
下
期
）
の
産
地
情
報
な

ら
び
に
市
場
情
勢
を
産
地
、
全
農
事

務
所
、
市
場
、
営
農
セ
ン
タ
ー
園
芸

担
当
者
か
ら
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
、

情
報
共
有
を
図
る
こ
と
で
有
利
販
売

に
つ
な
げ
ま
し
た
。

・
秋
冬
野
菜
の
全
農
向
け
業
務
・
加
工

用
出
荷
を
計
画
的
に
行
う
と
と
も
に
、

施
設
茄
子
（
備
南
）
の
期
間
相
対
取

引
に
よ
る
値
決
め
販
売
を
行
い
、
有

利
販
売
に
つ
な
げ
ま
し
た
。（
キ
ャ
ベ

ツ
：
５
８
３
㌧
、白
菜
：
１
，０
０
２
㌧
、

施
設
茄
子
：
２
１
５
㌧
）

・
県
、
全
農
と
連
携
し
、
イ
チ
ゴ「
晴
苺
」

の
東
京
青
果
市
場
へ
の
計
画
出
荷
を
行

い
、○岡
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。
全
出
荷
量
12
・
1
㌧

（
う
ち
東
京
青
果
5
・
5
㌧
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
県
内
外
イ
ベ
ン
ト
が
制

約
さ
れ
る
中
、
岡
山
駅
の
「
エ
キ
チ
カ

ひ
ろ
ば
」
で
J
A
岡
山
管
内
産
の
モ

モ
・
ブ
ド
ウ（
７
月
）、
イ
チ
ゴ（
３
月
）

の
販
売
促
進
フ
ェ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

・
業
務
用
一
次
加
工
品
の
「
清
水
白
桃
シ

ラ
ッ
プ
漬
け
」「
み
か
ん
果
汁
」
に
つ
い

て
、
外
部
委
託
に
よ
る
製
造
、
県
内

菓
子
メ
ー
カ
ー
へ
の
販
売
を
計
画
的

に
行
い
ま
し
た
。（
清
水
白
桃
：
シ
ラ
ッ

プ
漬
け
３
㌕
缶

５
，２
１
５
缶
・

前
年
度
対
比
２

７
０
％
、
み
か

ん
果
汁
：
２
㌕

袋
１
，９
９
４

袋
・
前
年
度
対

比
１
２
４
％
）

・
新
規
委
託
輸
送
会
員
の
増
加
に
よ
り
、

は
な
や
か
中
央
店
の
午
後
か
ら
の
品

揃
え
充
実
を
図
り
ま
し
た
。（
新
規

会
員
南
ル
ー
ト
会
員
：
28
名
、
北
ル
ー

ト
会
員
：
12
名
）

・
直
売
所
会
員
向
け
に
青
果
物
の
売
れ

筋
ラ
ン
キ
ン
グ
と
精
算
書
を
紙
面
に

同
封
し
、
店
舗
の
品
揃
え
の
充
実
を

図
る
た
め
、
毎
月
情
報
提
供
を
行
い

ま
し
た
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
「
花
野
果
オ
ン

ラ
イ
ン
」
の
品
揃
え
充
実
の
た
め
、
新

規
に
岡
山
白
桃
の
晩
生
種
の「
白
皇
」、

「
沢
田
柿
」、「
す
き
焼
き
セ
ッ
ト
」
等

を
掲
載
し
販
売
に
つ
な
げ
ま
し
た
。（
令

和
４
年
度
販
売
実
績
：
９
，９
６
３
千

円
（
税
込
）　
前
年
度
対
比
93
％
）

・
産
地
交
流
と
し
て
、
J
A
お
き
な
わ

の
加
工
品
（
ジ
ュ
ー
ス
、
黒
砂
糖
等
）、

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
の
柑
橘
類
の
販
売

を
通
じ
て
直
売
所
の
魅
力
あ
る
店
舗

づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。（
販
売
金
額
：

J
A
お
き
な
わ
の
加
工
品
　
9
4
6

千
円
（
税
込
）、
J
A
え
ひ
め
中
央

　
1
、9
0
8
千
円
（
税
込
））

・
農
産
物
直
売
所
の
新
規
出
荷
会
員

は
、
68
名
（
う
ち
委
託
輸
送
会
員
40

名
）
増
加
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
体
制
の
充
実

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
月
１
回
開

催
し
、
担
い
手
情
報
、
各
種
試
験
の

４
．「
食
」と「
農
」を
基
軸

と
し
た
地
域
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
の
活
性
化

取
り
組
み
結
果
、
課
題
実
践
の
進
捗

状
況
等
の
報
告
を
行
い
、
情
報
共
有

を
図
り
ま
し
た
。

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
の
課
題
実
践
の
取
組

成
果
報
告
会
を
開
催
し
、
活
動
内
容

に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

・
全
農
と
連
携
し
、
肥
料
・
農
薬
メ
ー

カ
ー
と
の
同
行
訪
問
（
商
品
紹
介
）
を

行
い
、
担
い
手
農
家
等
へ
の
訪
問
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

・
本
所
指
導
課
職
員
に
よ
る
基
礎
技
術

研
修
（
座
学
、
現
場
研
修
な
ど
）
を

実
施
し
ま
し
た
。（
計
２
回
：
16
名
）

・
営
農
指
導
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、

本
所
指
導
課
職
員
に
よ
る
営
農
セ
ン

タ
ー
新
任
職
員
向
け
の
営
農
指
導
基

礎
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
計
８

回
：
参
加
人
数
58
名
）

農
業
体
験
学
習
・
親
子
料
理
教
室
の
開
催

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
女
性
部
と

の
連
携
に
よ
る
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。（
10
会
場
：

２
５
６
名
参
加
：
芋
ほ
り
、
工
作
、

野
菜
栽
培
、
料
理
な
ど
）

①
組
合
員
健
康
診
断
の
実
施

・
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
や
動
脈
硬
化
症
健

診
を
中
心
と
し
た
組
合
員
健
康
診
断

の
実
施
に
当
た
り
、
実
施
支
所
等
で

の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ
る
受
診
者
の

募
集
な
ど
、
各
地
区
に
お
い
て
健
診

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
組
合
員
の
疾

病
の
早
期
発
見
な
ど
健
康
増
進
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。（
31
会
場
：

受
診
者
数
９
４
４
名
）

②
サ
ロ
ン
・「
み
ん
な
の
お
家
」
の
開
催

・「
Ｊ
Ａ
岡
山
助
け
合
い
の
会
か
が
や
き
」

と
の
連
携
に
よ
り
各
地
域
で
サ
ロ
ン
等

を
開
催
し
、「
Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
１
０
０

歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
践
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
交
流

の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
高
齢
者
支

援
を
行
い
ま
し
た
。（
サ
ロ
ン
：
28
回

　
利
用
者
：
３
２
１
名
（
協
力
会
員
80

名
）、
み
ん
な
の
お
家
：
９
回
　
利
用

者
：
１
１
１
名
（
協
力
会
員
34
名
））

地
域
独
自
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
支
所
ふ

れ
あ
い
旅
行
の
実
施

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

状
況
を
考
慮
し
、
地
域
独
自
イ
ベ
ン
ト

は
開
催
せ
ず
、
女
性
部
と
の
連
携
に

よ
る
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」の
開

催
や
支
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の

発
行
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
く
ら
し

の
活
動
の
実
践
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
行
動
制
限
緩
和
が
進
む
中
、
全
国
旅

行
支
援
を
活
用
し
、
年
金
友
の
会
親

睦
旅
行
や
女
性
部
活
動
な
ど
を
中
心

に
企
画
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。（
20

支
所
：
22
件
）

①
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活
動
紹

介
や
加
入
促
進

・
地
域
内
交
流
会
を
通
じ
て
、
食
品
ロ

ス
削
減
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
女

性
部
内
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
女

性
部
20
支
部
：
２
，３
８
０
名
（
う
ち

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
５
支
部
：
64
名
）

②
広
報
誌
「
ぱ
れ
っ
と
」
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の

活
動
の
紹
介

・
食
農
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、
３
０
５
件
の
応
募
が
あ
り
、

全
国
か
ら
幅
広
い
投
稿
が
集
ま
り
ま

し
た
。
賞
品
と
し
て
人
気
の
高
い
お

肉
と
あ
た
ご
梨
を
き
っ
か
け
に
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
10
名
は
、
1
カ
月
間
に
計
46
回

の
投
稿
を
実
施
し
、
発
信
を
通
じ
て

Ｊ
Ａ
岡
山
の
食
と
農
の
魅
力
引
き
出

し
、
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

③
女
性
参
画
に
対
す
る
理
解
促
進
活
動

の
実
施

・「
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
i
n
岡

山
」
を
開
催
し
、
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
意
識
の
醸
成

と
定
着
を
図
り
ま
し
た
。

５
．総
合
事
業
を
通
じ
た

生
活
イ
ン
フ
ラ（
生
活

基
盤
）機
能
の
発
揮

６
．支
所
等
を
拠
点
と
し
た

「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
」

の
実
践

７
．正･

准
組
合
員
と
の
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

ぱれっと　45　ぱれっと　



　
５
月
19
日
、
足
守
地
区
の
森
真
吾
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　
一
か
ら
も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
こ
と

に
以
前
か
ら
興
味
が
あ
り
、
食
に
つ
な

が
る
農
業
も
そ
の
一
つ
と
し
て
考
え
、

県
の
農
業
の
視
察
事
業
に
参
加
す
る
中

で
農
業
を
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
就
農
を
考
え
て
い
た
時
、
母
に
相
談

し
た
際
に
母
が
長
年
働
い
て
い
た
「
足

守
メ
ロ
ン
」
の
栽
培
を
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
ベ
テ
ラ
ン
農
家
さ
ん
が
後
継
者
を

探
し
て
お
り
、
話
を
伺
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
た
い
と
思
い
、
就
農
を
決
意

し
ま
し
た
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　
事
業
を
引
き
継
ぐ
前
の
３
年
間
は
、

研
修
期
間
と
し
て
、
基
礎
を
生
産
者
か

ら
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
年
の

1
月
か
ら
正
式
に
温
室
を
引
き
継
ぎ
、

現
在
は
８
棟
の
温
室
で
栽
培
し
て
い
ま

す
。
1
月
に
定
植
し
た
苗
が
実
り
、ち
ょ

う
ど
５
月
頃
か
ら
「
足
守
メ
ロ
ン
」
と
し

て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

―
楽
し
い
こ
と
は

　
計
画
を
自
分
で
立
て
、
考
え
る
こ
と

が
楽
し
い
で
す
。
メ
ロ
ン
は
樹
の
強
さ

と
実
に
栄
養
が
渡
る
よ
う
バ
ラ
ン
ス
よ

く
管
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
作
物

を
よ
く
観
察
し
な
が
ら
温
室
内
の
温
度

調
節
や
誘
引
や
芽
か
ぎ
作
業
な
ど
基
本

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

―
栽
培
上
で
の
こ
だ
わ
り
は

　
メ
ロ
ン
が
よ
く
育
つ
よ
う
に
温
室
内

の
環
境
に
目
を
配
る
こ
と
で
す
。「
足
守

メ
ロ
ン
」
は
温
室
内
の
温
度
が
20
〜
30

度
が
適
温
な
た
め
、
夏
場
は
温
室
内
が

高
温
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
遮
光
ネ
ッ

ト
を
設
置
し
た
り
、
冬
場
は
日
照
が
弱

く
な
る
の
で
、
温
室
の
ガ
ラ
ス
を
磨
い

て
い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　
網
目
が
き
れ
い
に
出
て
い
て
お
い
し

い
高
品
質
な
「
足
守
メ
ロ
ン
」
を
つ
く
り

続
け
る
た
め
、
基
本
を
怠
ら
ず
、
効
率

的
に
栽
培
や
作
業
を
行
え
る
よ
う
考
え

実
践
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
無
事
に
糖
度
が
高
い
お
い
し
い
メ
ロ

ン
が
出
来
て
い
る
の
で
、
大
切
な
人
へ

の
贈
り
物
や
、
自
分
へ
の
ご
褒
美
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

高品質なメロンが育つよう環境を
整え、基本を怠らず実践する
高品質なメロンが育つよう環境を
整え、基本を怠らず実践する

vol.275

農
を担う

一
か
ら
携
わ
る
農
業
に

興
味
を
も
つ

高
品
質
な
「
足
守
メ
ロ
ン
」

を
食
べ
て
も
ら
い
た
い

森 真吾さん
「もり　しんご」
１９８４年生まれ。ＪＡ岡山足守メロン部。「足守メロン」を栽培。趣味は韓国ドラマ鑑賞。座右の銘は「上
見て励め」。

足守地区：「足守メロン」農家

丁寧に梱包します メロン一つ一つに帽子をかぶせます

農業について思いを話す森さん

ぱれっと　1011　ぱれっと　



資料2 大玉西瓜収穫適期目安

果形 肩の張りがよくなり、花落ち部が凹む

色沢 若いつやが失せ、光沢が鈍くなる

触感 花落ち部を押すと少し柔らかくなっている

打音 手のひらで叩くとポテポテと半濁音がする

巻きひげ 果実の付いている節から出た巻きひげが枯れる

資料1 株の掘りあげ

資料3 バラの茎をかじる
　　　 ゴマダラカミキリ

資料5 ゴマフボクトウの成虫と
　　　 食入口の下にたまった糞

資料4 コウモリガ
左：日中の成虫　中：草の茎中の幼虫　右：幼虫が作った蓋

15㎝

　7
月
に
な
る
と
梅
雨
が
明
け
、
夏
本
番

の
暑
さ
に
な
っ
て
き
ま
す
。
高
温
時
で
の

長
時
間
作
業
な
ど
無
理
を
し
な
い
よ
う
、

適
度
に
休
憩
を
と
り
な
が
ら
楽
し
く
農
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
ネ
ギ
の
干
し
苗
づ
く
り

　葉
ネ
ギ
な
ど
の
青
ネ
ギ
は
、
初
夏
に
ネ

ギ
の
株
を
掘
り
あ
げ
て
乾
か
し
て
干
し
苗

と
し
、
秋
に
苗
の
よ
う
に
植
え
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
株
の
掘
り
あ
げ

　ネ
ギ
を
栽
培
し
て
い
る
と
、
ネ
ギ
坊
主

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
無
駄
な
養

分
を
使
わ
せ
な
い
た
め
に
早
め
に
摘
み

取
っ
て
株
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ネ
ギ
株

の
掘
り
取
り
は
6
月
下
旬
〜
7
月
上
旬
に

掘
り
あ
げ
て
、
15
㌢
く
ら
い
に
切
り
そ
ろ

え
ま
す
（
根
を
残
し
ま
す
）（
資
料
1
）。

そ
の
時
に
病
気
の
株
な
ど
を
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
後
束
ね
て
軒
下
な
ど
雨

の
当
た
ら
な
い
日
陰
で
カ
ラ
カ
ラ
に
な
る

ま
で
干
し
ま
す
。

●
株
の
植
え
付
け

　干
し
苗
の
植
え
付
け
は
、
8
月
下
旬
〜

9
月
上
旬
に
な
り
ま
す
。
干
し
た
苗
を
植

え
付
け
前
に
葉
の
分
岐
点
よ
り
5
㌢
程
度

上
で
切
り
落
と
し
ま
す
。
5
〜
10
㌢
程
度

の
植
え
溝
に
、
2
〜
3
本
ず
つ
株
間
15
㌢

で
植
え
付
け
ま
す
。
植
え
た
と
き
に
す
ぐ

灌
水
を
す
る
と
株
が
腐
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
発
根
し
始
め
て
か
ら
灌
水
を
行
い
ま

す
（
植
え
付
け
約
1
週
間
後
）。
そ
の
後
は

新
芽
が
伸
び
始
め
た
の
を
確
認
し
た
ら
10

平
方
㍍
あ
た
り
Ｊ
Ａ
岡
山
専
用
有
機
肥
料

な
ど
を
約
3
0
0
㌘
追
肥
し
ま
す
。
そ
の

後
も
葉
色
を
確
認
し
な
が
ら
1
カ
月
お
き

に
追
肥
を
行
い
ま
す
。
そ
の
時
、
同
時
に

除
草
も
兼
ね
て
土
寄
せ
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
西
瓜
の
管
理

　家
庭
菜
園
で
も
人
気
の
西
瓜
で
す
が
、

植
え
て
受
粉
も
お
こ
な
い
果
実
が
大
き
く

な
っ
て
き
た
こ
ろ
に
枯
れ
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
多
く
は

梅
雨
の
長
雨
で
根
が
弱
り
、
梅
雨
明
け
の

猛
暑
で
根
が
乾
き
枯
死
し
て
し
ま
う
の
が

原
因
で
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

●
畑
の
排
水
対
策

　植
え
る
時
に
は
畝
を
た
て
て
明
き
ょ
を

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
一
度
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
梅
雨
の
長
雨
で
明
き
ょ
が

崩
れ
た
り
ゴ
ミ
が
詰
ま
っ
て
い
て
、
水
が

た
ま
る
と
樹
が
弱
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意

し
ま
す
。
そ
の
後
梅
雨
明
け
後
に
急
に
日

差
し
が
強
く
な
り
、
急
激
に
乾
燥
す
る
と

樹
が
弱
る
の
で
、
土
壌
水
分
が
急
激
に
変

化
し
な
い
よ
う
に
適
度
に
灌
水
を
行
い
ま

す
。
つ
る
が
伸
び
る
所
へ
ワ
ラ
を
敷
い
て

い
る
と
果
実
へ
の
泥
の
付
着
を
防
げ
る
だ

け
で
な
く
、
土
壌
水
分
の
変
化
を
少
な
く

で
き
る
の
で
有
効
で
す
。

●
収
穫

　大
玉
西
瓜
の
収
穫
適
期
の
確
認
は
色
々

あ
り
ま
す
。
西
瓜
を
手
の
ひ
ら
で
叩
い
て

確
認
す
る
方
法
や
着
果
節
の
巻
ひ
げ
が
枯

れ
た
こ
ろ
が
収
穫
適
期
、
と
い
い
ま
す
が
、

一
番
確
実
な
の
が
人
工
交
配
を
行
っ
て
か

ら
45
日
前
後
が
収
穫
適
期
と
な
り
ま
す
。

人
工
交
配
を
行
っ
た
日
付
を
付
け
て
い
る

場
合
は
、
試
食
し
て
み
て
お
い
し
か
っ
た

こ
と
を
確
認
し
て
同
じ
日
付
の
も
の
を
収

穫
し
て
く
だ
さ
い
。
日
付
を
付
け
て
な
い

場
合
は
資
料
2
を
確
認
し
収
穫
適
期
の
目

安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

梅
雨
明
け
は

気
温
が
高
く
な
る

の
で
注
意
！

　花
木
に
食
い
込
む
害
虫

　バ
ラ
に
、
黒
く
き
れ
い
な
カ
ミ
キ
リ
ム

シ
が
と
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
い
い
ま
す
。
株

の
下
部
を
よ
く
見
る
と
、
樹
皮
が
か
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
油
断
し
て
い
る
と
大
切
な

バ
ラ
に
産
卵
、
幼
虫
に
幹
を
食
害
さ
れ
ま

す
。
そ
の
生
態
と
対
策
で
す
。

●
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
生
態
（
資
料
3
）

 

　身
の
回
り
で
よ
く
見
つ
か
る
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
で
、
セ
ン
ダ
ン
や
イ
チ
ジ
ク
な
ど
を
は

じ
め
多
く
の
樹
種
が
宿
主
に
な
っ
て
い
ま

す
。
樹
木
に
限
ら
ず
草
本
ま
で
カ
ミ
キ
リ
ム

シ
の
中
で
も
食
草
が
多
様
な
種
で
す
。
柑
橘

類
の
重
要
な
、
ま
た
、
バ
ラ
に
も
よ
く
つ
く

害
虫
と
し
て
警
戒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　地
際
近
く
の
樹
皮
を
か
じ
っ
た
部
分
に

産
卵
し
、
孵
化
し
た
幼
虫
は
し
ば
ら
く
樹

皮
近
く
を
食
害
し
た
後
に
枝
の
中
に
食
い

入
り
ま
す
。
幼
虫
は
内
部
を
食
害
し
な
が

ら
生
長
、
翌
年
６
〜
７
月
ご
ろ
成
虫
に
な
っ

て
出
て
き
ま
す
。
幼
虫
は
地
下
部
に
も
入

る
の
で
、
食
害
に
よ
っ
て
株
が
弱
り
、
若

木
の
場
合
は
枯
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
対
策

　被
害
樹
の
株
元
付
近
を
見
る
と
、
幼
虫

が
食
入
し
た
と
こ
ろ
か
ら
お
が
屑
の
よ
う

に
糞
を
出
し
て
い
ま
す
。
侵
入
孔
を
見
つ

け
、
針
金
な
ど
を
突
っ
込
ん
で
駆
除
す
る

か
、
バ
ラ
な
ど
登
録
が
あ
る
樹
種
で
は
そ

の
穴
に
キ
ン
チ
ョ
ー
ル
Ｅ
な
ど
、
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
用
の
殺
虫
ス
プ
レ
ー
を
ノ
ズ
ル
で

注
入
す
る
の
が
確
実
で
す
。
ぽ
っ
か
り
空

い
た
穴
は
、
成
虫
が
出
た
跡
で
す
か
ら
中

に
幼
虫
は
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
６
〜
８
月

の
成
虫
が
飛
来
し
て
産
卵
す
る
時
期
に
、

捕
殺
す
る
こ
と
、
成
虫
は
弱
っ
た
木
に
よ

く
産
卵
す
る
と
い
う
の
で
、
適
宜
追
肥
や

枯
れ
た
枝
の
整
理
な
ど
を
行
い
、
樹
勢
を

保
つ
努
力
も
必
要
で
す
。

　カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
は
イ
チ
ジ
ク
な
ど
の

果
樹
を
加
害
す
る
こ
と
も
多
く
、
果
樹
で

は
散
布
薬
剤
の
登
録
も
あ
り
ま
す
。

　カ
ミ
キ
リ
ム
シ
以
外
の
食
入
す
る
害
虫

●
コ
ウ
モ
リ
ガ
（
資
料
4
）

　ガ
の
幼
虫
が
茎
の
中
に
入
っ
て
食
害
し

ま
す
。
食
入
口
に
は
木
く
ず
や
糞
を
糸
で

綴
っ
た
蓋
を
し
て
い
て
、
幼
虫
が
小
さ
い

う
ち
は
枝
を
環
状
に
食
害
し
、
そ
の
場
合

も
同
じ
よ
う
に
木
く
ず
な
ど
で
表
面
を

覆
っ
て
い
ま
す
。
木
質
部
を
食
べ
て
成
長

し
た
幼
虫
は
５
〜
８
㌢
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　成
虫
が
発
生
す
る
の
は
８
〜
10
月
、
昼

間
は
コ
ウ
モ
リ
の
よ
う
に
枝
な
ど
に
下
垂

し
て
留
ま
っ
て
い
て
、
夕
暮
れ
か
ら
活
発

に
飛
び
回
り
な
が
ら
卵
を
地
面
に
ま
き
散

ら
し
ま
す
。

　翌
春
こ
の
卵
が
ふ
化
し
て
、
は
じ
め
は

雑
草
を
食
べ
、
ヨ
モ
ギ
や
ギ
シ
ギ
シ
、
ワ

ラ
ビ
な
ど
の
茎
に
侵
入
し
ま
す
。
そ
し
て

６
〜
７
月
ご
ろ
、
木
に
移
動
し
木
質
部
を
食

べ
て
越
冬
、
翌
６
月
に
蛹
に
な
り
、
８
月
以

降
抜
け
出
し
て
羽
化
し
ま
す
。
蛹
の
抜
け
殻

が
半
分
く
ら
い
脱
出
し
た
部
分
に
突
き
出
す

よ
う
に
残
り
ま
す
。

　加
害
す
る
の
は
、
花
で
は
ダ
リ
ア
、
ア
ザ

ミ
、
リ
ン
ド
ウ
、
キ
ク
な
ど
、
花
木
で
は
ム

ク
ゲ
、
ア
ジ
サ
イ
、
フ
ヨ
ウ
な
ど
多
数
で
す
。

●
コ
ウ
モ
リ
ガ
の
駆
除

　幼
虫
は
木
の
中
を
上
に
む
か
う
の
で
、
針

金
な
ど
で
駆
除
し
ま
す
。
ブ
ド
ウ
な
ど
で
は

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
同
様
に
穴
に
注
入
す
る
薬
剤

の
登
録
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　ま
た
、
ふ
化
幼
虫
が
は
じ
め
雑
草
に
つ
く

の
で
、
除
草
管
理
を
徹
底
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●
ゴ
マ
フ
ボ
ク
ト
ウ
（
資
料
5
）

　成
虫
は
白
に
黒
マ
ダ
ラ
の
ガ
で
６
〜
９
月

ご
ろ
羽
化
し
、
樹
皮
の
割
れ
目
な
ど
に
ま
と

め
て
産
卵
し
ま
す
。
ツ
ツ
ジ
、
ヤ
ナ
ギ
、
ツ

バ
キ
、
カ
エ
デ
、
チ
ャ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
木

を
幼
虫
が
加
害
し
ま
す
。

　ふ
化
し
た
幼
虫
は
枝
や
幹
で
あ
る
程
度
生

長
す
る
と
地
際
部
か
ら
食
入
し
、
根
に
む

か
っ
て
穿
孔
し
ま
す
。

　食
入
し
た
部
分
に
は
蓋
が
な
く
、
そ
の
下

に
淡
赤
色
の
コ
ロ
コ
ロ
し
た
糞
が
た
く
さ
ん

転
が
っ
て
い
ま
す
。
コ
ウ
モ
リ
ガ
の
よ
う
に

糸
で
綴
っ
て
い
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

●
ゴ
マ
フ
ボ
ク
ト
ウ
の
駆
除

　成
虫
飛
来
時
期
は
樹
皮
の
間
の
卵
塊
を
見

つ
け
次
第
取
り
除
く
こ
と
、
食
入
痕
を
見
つ

け
た
ら
針
金
を
入
れ
て
幼
虫
を
駆
除
す
る
こ

と
が
直
接
の
対
策
で
す
。

●
ま
と
め

　花
木
、
果
樹
に
共
通
で
す
が
、
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
類
に
樹
幹
部
を
ひ
ど
く
食
害
さ
れ
た
状

態
で
放
置
す
る
と
、
強
風
時
な
ど
に
折
れ
る

危
険
性
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　い
ず
れ
の
虫
も
、
被
害
枝
や
枯
れ
枝
を
取

り
除
き
、
雑
草
も
刈
っ
て
お
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2023.7

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
祇園 将人

枝
･
幹
の
中
を
食
い

荒
ら
す
害
虫
か
ら
花

木
を
守
り
ま
し
ょ
う

ぱれっと　1213　ぱれっと　2023.7 2023.7



JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

は摘果

外成りで
果形がよく、
枝はやや
垂れぎみな果実

スソや内成り果は
酸味が強く着色不良

果皮が粗い。
腰高な果実は、味が
悪く浮皮になりやすい

果梗が太く天を向いた果実

再伸長した、
副梢を切り返す

新梢の先端は
摘心節から3～5節
程度の硬くなった
節位で切り返す

新梢の先端から1本の副梢を伸ばした場合

資料6 果粒軟化直前の枝葉管理例

資料7 温州ミカンの荒摘果

　今
月
の
主
な
作
業
は
ブ
ド
ウ
の
袋
掛
け
、

モ
モ
の
収
穫
、
柿
の
最
終
摘
果
、
ミ
カ
ン
の

摘
果
・
追
肥
の
施
用
、
梅
へ
の
礼
肥
施
用
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
梅
雨
が
明
け
る
と
夏
季
の

高
温
乾
燥
期
に
入
り
ま
す
。
急
激
な
天
候
の

変
化
で
果
実
品
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す

の
で
天
気
予
報
な
ど
気
象
状
況
に
気
を
配

り
、
敷
き
わ
ら
・
敷
草
な
ど
マ
ル
チ
ン
グ
の

実
施
、
ま
た
晴
天
日
が
続
く
場
合
は
、
灌
水

を
行
う
な
ど
環
境
の
変
化
を
軽
減
す
る
よ
う

な
工
夫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
ブ
ド
ウ
の
管
理

結
果
量
調
節
と
枝
管
理
に
つ
い
て

　簡
易
被
覆
栽
培
（
ト
ン
ネ
ル
栽
培
）
の
ピ

オ
ー
ネ
は
今
月
中
旬
か
ら
果
粒
軟
化
期
（
果

粒
を
つ
ま
ん
で
み
る
と
柔
ら
か
く
な
る
時

期
）
を
迎
え
、
着
色
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

時
期
か
ら
果
粒
へ
急
速
に
糖
分
が
蓄
積
さ
れ

ま
す
が
、
枝
の
本
数
や
樹
勢
に
対
し
て
着
果

量
が
多
す
ぎ
る
と
糖
度
が
上
が
ら
な
い
こ
と

や
着
色
が
進
ま
な
い
な
ど
悪
影
響
が
出
て
き

ま
す
。

　果
粒
軟
化
期
ま
で
に
５
本
の
新
梢
に
３
房

程
度
の
着
果
量
と
な
る
よ
う
に
房
形
の
悪
い

も
の
や
新
梢
が
細
い
も
の
を
中
心
に
摘
房
を

行
い
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
枝
が
伸
び
て

い
る
場
合
は
、
副
梢
や
新
梢
の
先
端
を
切
除

し
ま
す
（
資
料
６
）。
袋
掛
け
は
、
直
前
に

病
害
虫
防
除
の
農
薬
を
散
布
し
て
、
乾
き
し

だ
い
速
や
か
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
農
薬
散
布

は
房
に
か
け
過
ぎ
る
と
果
粉
の
溶
脱
や
房

汚
れ
の
原
因
に
な
る
の
で
、
さ
あ
ー
っ
と

掛
け
、
枝
葉
を
中
心
に
薬
剤
散
布
を
行
い

ま
す
。
袋
掛
け
か
ら
収
穫
ま
で
の
間
は
果

実
の
成
熟
が
進
む
に
つ
れ
て
カ
ラ
ス
に
よ

る
鳥
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

実
際
に
被
害
が
出
る
前
に
防
鳥
ネ
ッ
ト
の

設
置
や
テ
グ
ス
糸
を
張
る
な
ど
の
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
土
壌
水
分
が
極
端
に
変
化
す
る

と
裂
果
の
原
因
に
な
る
の
で
、
灌
水
は
天

気
を
見
な
が
ら
、
少
量
を
こ
ま
め
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

　果
粒
軟
化
後
、
枝
の
熟
れ
（
登
熟
不
良
の

サ
イ
ン
＝
緑
色
か
ら
白
け
だ
っ
て
茶
色
に

変
色
し
て
い
く
が
着
果
過
多
で
枝
の
充
実

が
悪
い
と
緑
色
が
残
る
）
が
悪
い
も
の
は
着

果
過
多
と
な
り
成
熟
が
遅
れ
ま
す
。

●
柑
橘
類
の
摘
果

　昨
年
、
着
果
過
多
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

は
、
今
年
の
着
果
は
悪
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
つ
う
は
７
月
上
旬
に
生
理
落
果
が
終

わ
っ
た
後
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
に
荒
摘
果
、

８
月
中
旬
〜
９
月
上
旬
に
仕
上
げ
摘
果
、

９
月
中
旬
〜
10
月
上
旬
に
樹
上
選
果
合
わ

せ
て
３
回
摘
果
作
業
を
行
い
ま
す
。

　荒
摘
果
で
は
、
傷
果
や
小
玉
果
、
変
形

果
を
摘
果
し
、
地
際
の
裾
成
り
果
や
樹
の

内
側
の
方
に
着
果
し
て
い
る
内
成
り
果
も

糖
度
が
上
が
り
に
く
く
酸
が
抜
け
に
く
い

の
で
、
摘
果
し
ま
し
ょ
う
（
資
料
７
）。

　病
害
虫
防
除
で
は
、
ハ
ダ
ニ
類
・
サ
ビ

ダ
ニ
類
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、
黒
点
病
を

予
防
し
ま
す
。
果
実
の
着
色
開
始
ご
ろ
に

果
皮
が
黒
く
な
る
の
は
、
サ
ビ
ダ
ニ
の
被

害
で
す
（
爪
で
擦
っ
て
も
剥
が
れ
な
い
）。

ミ
カ
ン
に
は
ハ
ダ
ニ
類
と
サ
ビ
ダ
ニ
が
両

方
発
生
し
ま
す
の
で
、
両
方
に
効
く
農
薬

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

は
排
泄
物
に
黒
色
の
ス
ス
が
付
着
す
る
の

で
果
実
を
爪
で
擦
る
と
黒
色
の
ス
ス
が
は

が
れ
ま
す
。

営農部指導課
武田 祐一

●
モ
モ
の
収
穫

　極
早
生
品
種
の
「
は
な
よ
め
」
は
６
月
上

旬
ご
ろ
、
早
生
品
種
は
６
月
下
旬
ご
ろ
か

ら
順
次
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
モ
モ
の
成

熟
は
、
日
あ
た
り
の
良
好
な
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
る
の
で
、
上
の
方
か
ら
樹
冠
内
部
に

か
け
て
順
次
収
穫
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

個
々
の
果
実
の
収
穫
適
期
幅
は
１
〜
２
日

程
度
し
か
な
い
の
で
、
毎
日
若
し
く
は
１

日
お
き
に
収
穫
す
る
の
が
望
ま
し
い
で
す
。

収
穫
は
果
実
温
度
の
低
い
早
朝
（
９
時
ご
ろ

ま
で
）
に
収
穫
を
行
い
ま
す
。
収
穫
は
果
皮

色
の
緑
色
が
ほ
と
ん
ど
抜
け
て
淡
黄
色
、

淡
緑
色
と
な
っ
た
こ
ろ
で
過
熟
軟
化
し
て

い
な
い
時
期
を
狙
っ
て
収
穫
し
ま
す
。
市

場
や
贈
答
用
で
収
穫
す
る
場
合
は
熟
れ
ご

ろ
よ
り
２
〜
３
日
程
度
早
め
に
収
穫
し
ま

す
。
収
穫
後
は
、
持
ち
帰
っ
た
果
実
を
風

通
し
の
よ
い
涼
し
い
日
陰
で
速
や
か
に
出

荷
調
整
し
ま
す
。

環
境
の
変
化
を

軽
減
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

お知らせお知らせ

株式会社JA岡山 農機車輌事業部からのお知らせ

※写真はイメージです

2023年7月号チラシ掲載商品
・巷で噂の野菜・花種子集めました！
・種播き資材
・夏がもっと楽になるシリーズ！
・くらしの宅配便
・今月のおすすめ
・太陽熱温水器他  点検診断のお知らせ

　購買品注文取りまとめについてのチラシを
広報誌「ぱれっと」の中に折り込んでおります
のでご利用ください。

夏の合同展示会 開催時間　初  日  9：00～16：00　
　　　　　 2日目  9：00～15：00

7月7日(金)・8日(土)  
　オートパル御津農機センター
　岡山北LPガスセンター
　【場所：オートパル御津にて】
7月14日(金)・15日(土)
　オートパル西大寺・西大寺農機センター
　【場所：オートパル西大寺にて】
7月14日(金)・15日(土)
　オートパル足守農機センター
　【場所：オートパル足守にて】
7月21日(金)・22日(土)
　オートパル瀬戸内・瀬戸内農機センター
　【場所：オートパル瀬戸内にて】

7月28日(金)・29日(土)
　オートパル加茂川農機センター
　岡山北LPガスセンター加茂川駐在所
　【場所：オートパル加茂川にて】
8月 25日(金)・26日(土)
　興除農機センター・オートパル備南興除駐在所
　【場所：興除農機センターにて】
8月 31日(木)・9月1日(金)
　興除農機センター吉備駐在所
　岡山中央LPガスセンター
　生活事業部（やすらぎ)
　【場所：興除農機センター吉備駐在所にて】　

果
樹

株式会社JA岡山 生活事業部からのお知らせ

お葬式の疑問「事前相談」で解消しませんか？
相談無料、まずはお気軽にお電話ください。

やすらぎ東会館　岡山市東区西大寺中野377-6　TEL（086）944-2800
　ホームページにはご葬儀や各種イベントに関する情報を多彩に掲載して
おります。また、ホームページからの資料請求も受け付けております。
　皆さまのアクセスをお待ちしております！
【URL】https://sougi.ja-okayama.or.jp/
（JA公式サイトからもアクセス可能です。）

墓石、仏壇・仏具、
ギフトのご用命もJAへ！
生活事業部
TEL（086）944-0048

ぱれっと　142023.715　ぱれっと　
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地域によろこびの
種をまく

JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

オ ン ラ イ ン

かやは な
オンラインショップ

JA岡山JA岡山
各種媒体で情報発信

千足古墳あぐろ
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・お好みで長めに漬け込んでもOK。
・青じそを1/2に切ったものを敷いてから温泉卵をのせても
OK。
・酸味が好きな方は、サーモンなどの具材に軽くレモン汁を
かけてもおいしいです。
・夏場は温かいご飯に冷たい具材をのせてお好みでわさび
を追加することで、さっぱりと食べることができます。

Point!

ノートルダム清心女子大学  食品栄養学科 学生考案レシピ

ご飯…………………………… 1合
サーモン切り身…………… 　２枚
キュウリ ……………………１/２本
トマト ………………………1/2個
玉ねぎ………………………3/4個
レタス………………… 葉1枚程度
青じそ…………………………少々
卵 ……………………………２個

＜調味料＞　　
醤油（濃口）…………… 大さじ1.5
めんつゆ(３倍希釈のもの）
……………………… 大さじ1.5
酒 ……………………… 大さじ2
みりん…………………… 大さじ1
ごま油………………… 小さじ１弱
ワサビ………………… 小さじ1/2

(わさびチューブ４㎝)

＜トッピング＞　　
白ごま…………………………少々

材料（2人分）

サーモンのポキ丼

❶調味料をすべてジップロックに入れ、漬けだれを作っておく。
❷サーモン、トマトはそれぞれ1cm程度の角切り、きゅうりは0.5cm程度の角切り、青じそはみじ
ん切りにする。レタスは洗浄後、ひと口大に手でちぎっておく。

❸❶の漬けだれにサーモン、きゅうり、青じそを加え、30分以上漬け込む（冷蔵庫に保管）。
❹生卵を耐熱容器に入れ、卵が被るくらいの水を加える。黄身に穴をあけ、電子レンジで500w、
1分程度加熱し、温泉卵を作る。固まりが悪い場合は追加加熱を行う。

❺ご飯に漬けだれを大さじ1程度かけてから、レタスとトマトをのせる。この上に、❸で漬けた具材
を盛り付けてから、真ん中に半熟卵をのせる。最後にトッピングで白ごまを振りかける。

7

特集  ＪＡ岡山中期計画の取り組み
　　 ～令和４年度 実践概況報告～

　今回のあぐろグラムでは、岡山市北区新庄下にある千足古墳について紹介いたします。

　全国で４番目の大きさを誇る、造山古墳の南に築かれた６基の倍塚のひとつです。全長約81㍍、後円部

の直径約63㍍、同高さ7.4㍍以上、前方部の幅26㍍からなる

前方後円墳で、前方部が短いので「帆立貝形古墳」とも呼ばれ

ています。2015年から8年がかりの復元整備工事が終わり、

一般公開されました。古墳の上には出土した埴輪の複製品が

並べられています。墳丘へ登って、古墳時代を想像してみては

いかがでしょうか。

編集担当　難波　昭浩

今月の折り込み　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか2023年７月号カタログショッピングチラシ
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